別表第4(第53条関係)
支出の方法別等の分類
区分
支出負担行為の伺いを行う時期
支出負担行為として整理する時期
支出負担行為の範囲
支出負担行為に必要な書類
摘要

1　資金前渡し
資金前渡しをしようとするとき。
支出負担行為の伺いの決裁のあったとき。
支出負担行為の伺いの額



2　繰替払
繰替払精算報告書の提出があったとき。
同
同
繰替払精算報告書


3　振替
振替をしようとするとき。(支出をしようとするとき。)
振替決定のとき。(支出負担行為の伺いの決裁のあったとき。)
振替をしようとする額(支出負担行為の伺いの額)

支出負担行為の伺いを要するものについては、括弧書きによる。

4　過年度支出
過年度支出を行おうとするとき。
支出負担行為の伺いの決裁のあったとき。
支出負担行為の伺いの額



5　繰越し

当該繰越分に係る予算の配当のあったとき。
繰越しをした金額の範囲内の額

前年度以前に支出負担行為を行ったものは、当該支出負担行為の伺いに「(明許、事故、逓次)繰越し」の表示をしておくこと。前年度以前に支出負担行為を行わなかったものは、別表第3に規定する区分に従い「(明許、事故、逓次)繰越し」の表示をして支出負担行為を行うこと。

6　返納金の戻入

戻入の通知があったとき。(戻入があったとき。)
戻入済額

出納整理期間中に戻入があり、出納整理期間経過後に通知があったときは、括弧書きによる。

7　債務負担行為
債務負担行為をしようとするとき。
債務負担行為の伺いの決裁のあったとき。
債務負担行為の伺いの額

債務負担行為に基づく支出負担行為済みのもので、歳出予算に基づく支出負担行為の伺いをする時期は、当該経費の支出決定をしようとするときとし、支出負担行為として整理する時期は、支出決定のときとする。なお、その際当該支出負担行為の内容を示す書類には、債務負担行為に基づく支出負担行為済みである旨表示するものとする。

